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オスティアの「性的」グラフィッティ
―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―

奥 山　広 規
はじめに

　グラフィッティ（graffiti）といえば、「引っ掻かれたもの」を意味し、即興的に、
そして一時的な気まぐれで自発的になされるものである（1）。それがなされる場所、
媒体は問われず、引っ掻くための道具も、ローマ人がしばしば持ち歩いていた鉄筆

（stylus）や鍵をはじめ、その辺の石など、丈夫でとがったものならば何でもよく（2）、
誰でも作成できた。そうして記されたのはとりとめのない出来事や思い、伝言、メ
モなどの豊富なテキスト（3）、様々な図像（4）であるが、意味のない、あるいは意味を

（我々が）理解できないものも多く、全体として大した内容ではない。ところがそ
れを日常性が故と捉えるならば、当時の人口の大半を占めていながらも研究の対象
とすることが難しい「庶民層」、その実態に迫る可能性をもつ稀有な研究資料へと
変わる。ポンペイに代表されるウェスウィウス関連遺跡での研究がよく知られてい
るが（5）、本稿の舞台となるのは「オスティア」である。
　オスティアは、紀元前４世紀創建のローマの植民都市である。ティベリス川河口
に位置する首都ローマの外港でもあり、東西の人や物が行きかう極めて重要な舞台
であった。遺跡となってからも稀有な存在で、良好に当時の町並みを残している。
当然ながら世界中の研究者の注目を集めており、日本調査隊も2008年以来、建築、
経済、社会、宗教、美術、住環境といった様々な観点から、都市オスティアの構造
と人々の活動の解明に取り組んできている（6）。その一環として筆者は、グラフィッ
ティに注目し、その手始めとして2017年から悉皆調査を行ってきたが（7）、ようやく
調査に目途がつき、オスティア・グラフィッティの全体的な傾向を論じるに足るも
のとなった。そこで本稿では、オスティア・グラフィッティの中でも、「性的なもの」
を扱う。「性的」グラフィッティは、まさに生々しい肉声を体現しており、庶民や
日常へのまなざしとして論じるにふさわしい。さらには、ポンペイの事例があまり
にも有名であるため（8）、時空間的に異なるオスティアの事例を検討することは、オ
スティア研究のみならず、グラフィッティ自体の研究に寄与するものとなる。
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　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

１　オスティアの「性的」グラフィッティ

　オスティアのグラフィッティの総数は、データベース（Ostia-Harbour City of 
Ancient Rome （http://www.ostia-antica.org/）の情報と筆者による調査成果を踏まえれ
ば、62遺構から844点（文字グラフィッティ516点、図像グラフィッティ263点、ど
ちらとも分類できないその他65点）（9）である。「性的」グラフィッティは、性的な要
素を含むカテゴリー、いわゆる「エロティカ（Erotica）」であり、テキストとしては、
とりわけ異性、同性間を問わず、性愛、性愛を種にした侮辱など、図像では、まさ
に性行為そのものを表現したものや性器のモチーフからなり、オスティアでは５遺
構から19点を数える（表１）。

表１　オスティアの「性的」グラフィッティ

遺構番号 遺構名 総数（文字：図像）
I. iv. 2 Domus di Giove e Ganimede（ユピテルとガニメデの邸宅） 7（5：2）
I. xii. 6 Terme di Foro（フォルム浴場） 1（0：1）
II. v. 1 Caserma dei Vigili（消防隊の宿舎） 1（1：0）
III. viii. 2 Terme Marittime（海岸浴場） 2（2：0）
III. x. 1 Caseggiato degli Aurighi（戦車御者の集合住宅） 8（8：0）

19（16：3）

　５遺構19点は、他の遺跡と比べると非常に少ない。たとえばポンペイの有名な娼
館（VII. xii. 18-20）では、文字グラフィッティに限っても45点ほどあった（10）。オス
ティアではその長期性のために支持体が失われてしまったとも考えられるが、多く
の漆喰とそのために多くのグラフィッティが残されているドゥラ・エウロポスで「性
的」グラフィッティはまったくない（少なくとも記録されていない）ので（11）、オ
スティアの「性的」グラフィッティの少なさは、何か別な理由がある可能性が高い（12）。
　ともあれ、オスティアの「性的」グラフィッティを論じるにあたって、本稿では、
Domus di Giove e Ganimede の事例に着目する。事例点数が多く、文字も図像もあり、
そして何よりも、この遺構は文献史料、碑文こそ欠いているが、建築学的に着目さ
れており、コンテクスト把握が可能となっている。コンテクストを把握できないと
グラフィッティは分析できない。これらのグラフィッティを分析することで、グラ
フィッティから Domus di Giove e Ganimede 自体を検討し、ローマ時代の当地に生
きていた人々の実態の一端も明らかにできるであろう。

２　Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）

　Domus di Giove e Ganimede（13）、すなわち「ユピテルとガニメデの邸宅」は、オス
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ティア＝アンティカ遺跡の第１区域第４街区の一角を占めている。130年代建造の
非常に大規模な複合住宅であり、インスラの一部でありながら中庭を有していた。
１階部分は、庭を除いて約750 ㎡（約227坪）の広さを持ち、玄関ホール（28、図
１の番号に対応、以下同じ）、廊下（29）、廊下の拡張部（30：the extension や the 
ala）、廊下からつながる部屋（オスティア最大の部屋（6.75×8.75×６m（吹き抜け））
として知られている27（the main reception room）、the small salon と呼ばれる33、主
人のプライベートな空間とされる24、24の控えの間であり、アトリウム型住宅のタ
ブリヌムと同種の空間と想定されている25（24/25：the masters suite）（14）、トイレ、キッ
チン、バスルームを備えている34/35（the service area））から構成され、中庭（26）
を介して街区の庭（11/21）と、裏口（37）を介して附属タベルナ（36）ともつながっ
ていた。２階（あるいは中二階）の大部分も所有していたようで、そこには41（40 
と共に the service area）の内部階段から登ることになる。建物自体は最大５階建て
と考えられており、３階以上には外部階段（38）が入り口となった。

図１　Regio I. Insula iv. 2-4の平面プラン（ハドリアヌス時代、上：１階、下：２階）

（DeLaine （1995）, fig. 5, 2から転載）

40



　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

　この邸宅の、少なくとも建造段階の所有者は、オスティアで財政的・社会的に重
要な人物と考えるべきであろう。大きな邸宅であることに加え（ポンペイでいえば、
上位４分の１グループの高級住宅に分類）（15）、それが都市中心部（カピトリウム、
クリアなどの付近）に立地していた。壮大な玄関ホールは、多くの来訪者を示唆し
ているし（16）、装飾は高品質である（17）。都市周辺に土地を所有するオスティアのエ
リート層や、時期的には、商業や遠方との交易で財を成した人の可能性が高い（18）。
　所有者について、先ほど「建造段階の」と限定したが、それはこの邸宅が約150
年間機能し、その期間内に構造、装飾、配置、用途などの各種変更があったためで
ある（図２）。変更年代を細かく示すことはできないが、大体、３つのフェーズに
分けられている（19）。
　まずは、Ⅰ「２世紀後半（～コンモドゥス帝暗殺（192年）以前）」。これは２世
紀の後半、その中でもコンモドゥス帝が改名し、その死後廃止された月 Commodus

図２　Regio I. Insula iv. 2-4の平面図（セウェルス時代、上：１階、下：２階）

（DeLaine （1995）, fig. 5, から転載）　※壁の斜線部は封鎖部分
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が廊下（29）の南壁に引っ掻かれた以前の邸宅の状態である（20）。この時に、部屋
27の天井が引き上げられて吹き抜けになり、この邸宅の名のもとになったユピテル
とガニメデの壁画が描かれた。裏口（37）が封鎖されることで、附属タベルナ（36）
が独立し、また、40/41も独立することで、41にあった内部階段が32に移動した。
中庭（26）はドアが設置されることで庭から半封鎖され、33に面する開口部も封鎖
された。グラフィッティに関して重要なのは、廊下端に部屋31が新たに追加された
こと、33の装飾が変更され壁の地が「黄色い」部屋になったことである。
　続く変更の段階は、Ⅱ「３世紀後半」。この時に、建造段階時のモザイクの修復、
壁の封鎖による中庭と庭の分離、中庭への噴水の設置（封鎖部の正面）があり、そ
して白色の薄い漆喰が多くの壁画に塗布されて、新しい装飾段階の基礎となった。
　最終段階は、Ⅲ「４世紀半ば以前」。この時までに、街区全体が放棄され、２～
５m の瓦礫に覆われていた。ただ、人間の生活は継続し、瓦礫の上を新たなフロア
レベルとして下層の人々が居住していたようである。
　この邸宅の「性的」グラフィッティは、７点で、文字が５点、図像が２点である。
この邸宅には「性的な」もの以外にも多くのグラフィッティが残存しているけれど
も（総計51点で、62遺構中４番目に多い。内訳は文字32点（数字15点、性的５点、
日付３点、名前１点、人物関係１点、奴隷関係１点）、図像19点（人物５点、船５点、
動物３点、性的２点、幾何学・植物モチーフ２点、競技関係１点、複合１点））、カ
テゴリー的には２番目に多い。「数字」はオスティアで最大の点数を擁するカテゴ
リーであるが、それに次ぐ「性的な」点数は、オスティア全体としても、遺構に限っ
ても、特徴的なものである。通し番号を付けて、以下に提示しておく（21）。なお、
提示されるグラフィットの識別について、便宜上、データベースのもの（G・・・）
を援用している。

① G0030、部屋31南壁
　：Hermadion cinaedus（22）

　「ヘルマディオンは稚児」

　

　（Calza （1920）, pp. 370-372, fig. 12から転載）

② G0033［1］、部屋31東壁、次の［2］と重複
　：Hic ad Callinieum futui | orem anum amicom mare ... | nolite in aede...（23）

　「ここカリニクスの場所で、友人のお口とお尻でやった・・・」
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　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

③ G0033［2］、部屋31東壁、前の［1］と重複
　： Livius me cunus | lincet Tertulle cunus... | Efesius Terisium amat（24）

　 「リウィウスがわたしのあそこをなめる・・・、テルトゥッレがあそこを・・・、
エフェシウスはテリシウスを愛している」

　

　（Calza （1920）, pp. 370-372, fig. 13から転載）

④ G0034、部屋31東壁（筆者未確認）
　：Agathopus et Primiu（s） et Epaphroditus tres convenientes（25）

　「アガトプスとプリムスとエラフロディトゥスが３人でまぐわった」

　

　（Calza（1920）, pp. 372-374, fig. 14から転載）

⑤ G0035、部屋31南壁（筆者未確認）
　：Nicephorus et Musice duo convenientes（26）

　「ニケフォルスとムシケが２人でまぐわった」

　

　（Calza （1920）, pp. 372-374, fig. 15から転載）（27）

⑥ R33①（奥山（2019）2）、部屋33東壁
　：性器（ファルスとヴァギナ？）のモチーフ（28）
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　（奥山（2019）2、89頁から転載）

⑦ R33⑥（奥山（2019）2）、部屋33北壁
　：性器（ファルス）のモチーフ（29）

　

　（奥山（2019）2、91頁から転載）

　全体として、直接的な、つまり、はっきりと性愛的なものとなっている。直接的
でない「恋愛的」事例は見受けられない。たとえば、①ではヘルマディオンを「稚
児」、つまり男色家の受け身側と罵倒し、④では、「アガトプスとプリムスとエラフ
ロディトゥスが３人でまぐわった」とある。図像も性器そのものを刻んでいる。分
布でいえば、部屋31と33に集中しており、文字が31、図像は33に限定されている。
そのため、31と33の両部屋に注目することになる。
　31はⅠ「２世紀後半」時の改装時に廊下端に追加された部分で、装飾が白地に赤
色の二重水平線、様式化されたエディクラのみの非常に簡素な部屋である（図３）。
30との仕切り壁は貧弱で粗く、発掘者である Calza によれば入り口にドアはなく、
カーテンがぶら下がっているに過ぎない（30）。機密性の低く、重要性の低い部屋と
見なせよう。Ⅱ「３世紀後半」までに改装され、白色の薄い漆喰の塗布を受けたの
で、グラフィッティもⅠとⅡの間のものとなる。グラフィッティは23点で、「性的な」
５点（上の①～⑤）のほか、文字４点（人物関係１点、不明３点）（31）、図像14点（人
物５点、船４点、動物３点、競技関係１点、植物モチーフ１点）（32）である。「性的な」
ものは明瞭に男性同性愛的であり、これは極めて特徴的であるものの、それ以外は
極めて一般的な題材ばかりで、他の遺構と比べて注目すべきものはない。しかしな
がら、図像グラフィッティが密集している部分があり、非常に印象的ではある（図
４）。
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　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

　33は壁の地が「黄色い」部屋である。これもⅠ時の改装によるものであるが、先
述の31とは違って、地の黄色もさることながら、様式化された建築モチーフ、小さ
な風景画、植物モチーフ、悲劇マスクなどできちんと装飾されている（図５）。部
屋25、27と並ぶ主要レセプションルームの１つであるので不思議ではない。しかし
ながら、この改装時に、唯一の光源である中庭からの光が遮断され、それとともに
庭の風景を見ることができなくなったので、重要性は低下したと考えられる（33）（図
６）。グラフィッティも18点（性的な図像2点のほか、文字14点（数字９点、日付２
点、奴隷関係１点、不明２点）（34）、図像２点（船１点、複合１点）（35）あるが、他の
遺構と比べて注目すべきものはない。「性的な」モチーフも単純で目立つものでは
なく、厄払いなどの深い意味はなさそうであり（36）、オスティアにおいて珍しいと
いうことしかできない。ここでもグラフィッティは、31のものと同様、白色の薄い
漆喰の塗布の痕跡から、ⅠとⅡの間に年代づけられる。

図５　部屋33（「黄色い」部屋）（筆者撮影）

図３（左）　�部屋31（ICCD （Italy’s Central Institute for Cataloguing and 

Documentation）, E040952）

図４（右）　図像グラフィッティの密集　（筆者作成）
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図６　部屋33から中庭（26）への眺望の封鎖（筆者撮影）

３　Domus di Giove e Ganimede と「性的」グラフィッティ

　以上のコンテクストを踏まえて、この遺構に「性的」グラフィッティが刻まれた
意味や果たしていた機能を考えていくことになる。そこでまず考えるべきことは、
このグラフィッティが刻まれた時期のこの邸宅の用途であろう。というのも、この
邸宅が「性的」サービスを受けられる高級ホテルと見なされてきたためである。こ
れは発掘者である Calza によるもので、男性同性愛を特徴とする部屋31の文字グラ
フィッティに基づき、とくに男性同性愛者向けとされた。これは、部屋27のユピテ
ルとガニメデの絵画分析による追認を受けており（37）、「かもしれない」との留保付
きながら、データベースの項目の見解ともなっている。上述の②の「ここカリニク
スの場所で（hic ad Callinicum）」によってカリニクスをこの管理人とする向きもある。
　しかし、ホテル案については、DeLaine がすでに建築学的分析から否定してい
る（38）。DeLaine は「性的」グラフィッティを強調しすぎていることにも言及してお
り、実際、総数から言えばそれ以外が多数である。また、Calza による刊行の数年
後には、判読修正によって女性の存在が指摘されており（④：Primu（s）→ Prima、⑤：
Musice ＝ Musica、Musicē ？）（39）、さらに、近年、Solin が②と③の精査による修正
を公表したことで（②修正：Hic ad Callinicum | futui orem, anum | amice mi, amari［=e］ 
noli ter | inde n［on］ v［=b］ene ［---］ | donor［---］「ここカリニコスの場所で、下の口と
お尻でやった、わが友人よ、やりすぎるといいことないぞ・・・」（図７）、③修正：
Livius Mercurius （palm） | lincet Tertulle cunnu quam「リウィウス・メルクリウスがテ
ルトゥッラのあそこをなめる・・・」（40））（図8）、より女性の存在が浮き彫りになっ
ている。つまり、この部屋で性行為はあっただろうが、男性同性愛に限定する必要
はないのである。
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　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

図７　②の現状に基づいた修正図（筆者作成）

図８　③の現状に基づいた修正図（筆者作成）

　さらに、筆者は「ここ Callinicus の場所で（hic ad Callinicum）」を「Callinicus の
寝床」として理解できると考えている。そうなれば、これが刻まれた部屋 31は、
少なくとも夜間は男奴隷部屋であったであろう。当該時期の Domus di Giove e 
Ganimede は、裕福な人物の家であり、複数人の家内奴隷が想定できる。ところが
改装によって、37（裏口）の封鎖と附属タベルナ（36）の独立、40/41の独立によっ
て、家のスペースが小さくなったことで、奴隷用の部屋が不足したのではなかろう
か。これが部屋31の追加の理由であり、その低い重要性と防犯意識の低さがそれを
裏付けていると思われる。ちなみに、主人一家が寝ていたのは２階であり、女奴隷
は１階の別の部屋であろう。女奴隷による男部屋との行き来は可能であり、性行為
は不思議ではない。日中については、質素な部屋であるので、家内奴隷、訪問者の
奴隷などの待機場所であったかもしれない。となれば、部屋31のグラフィッティの
書き手は、奴隷の可能性が高くなる。
　他方、部屋33は、グラフィッティこそ多いが、文字も図像もほぼオスティアで一
般的なもののみで、発見以来注目されることはなかった。これは発掘者の Calza が
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男性同性愛関係に注目しすぎたことに起因している。「性的」図像は、筆者による
発見のためこれまで論じられていないが、単純な線刻であり、目立つものではなく、
現時点で特記することはない。DeLaine が言及するように（41）、だらだらと過ごす場
所での、単なる気晴らしの可能性が高いように思われる。その場合、部屋33は、訪
問客の待機・対応場所にふさわしい。グラフィッティは訪問者を中心に、随伴奴隷、
家内奴隷、さらには主人家族の手によるものとなろう。

おわりに

　本稿では、オスティアの「性的」グラフィッティを、Domus di Giove e Ganimede
の事例から検討してきた。それは Domus di Giove e Ganimede をグラフィッティの
観点から分析することでもあり、その結果、Domus di Giove e Ganimede は、「性的」
グラフィッティが刻まれた時期において、「性的」、とくに「男性同性愛的」サービ
スの受けられるホテルではなく、建造時から引き続き裕福な人物の住居であったと
いえる。そこには主人一家のほか、複数人の家内奴隷も同居しており、彼らは簡易
的な部屋で寝起きしていた。その一人がカリニクスであり、寝起きする彼らこそが

「性的」グラフィッティの書き手の主要グループであったであろう。もしかすると
他のグラフィッティの登場人物も、この邸宅の奴隷であろうか。そうであれば、各
行為の時期的なスパンが問題となるものの、相当に性に乱れた部屋であっただろう。
そのように意味深い「性的」グラフィッティであるが、ただそれは当事者たちにとっ
て、単なる気晴らし、暇つぶしに過ぎない。「性的」以外のグラフィッティも同様
であろう。これはグラフィッティを日常的行為とする場合であるが、もし、日常的
に自由に書けなかったとすれば、可能性として、奴隷にも特別の自由が許され、楽
しく陽気に祝われたサートゥルナーリア祭の自由さの証とできるかもしれない。奴
隷部屋ではなく、訪問者などの待機場所である部屋33の事例であるけれども、マト
ロナへの揶揄は、その傍証と考えられる（42）。
　最後に、以上の結論は Domus di Giove e Ganimede の「性的」グラフィッティの
ものであり、オスティア全体のものではない。オスティアの「性的」グラフィッティ
全体を論じるには、Domus di Giove e Ganimede と並ぶ点数を持つ Caseggiato degli 
Aurighi の事例分析が欠かせない。実際、Domus di Giove e Ganimede にはなかった
直接的でない「恋愛」事例も多く、「性的」といえども内容の質が異なっている（43）。
しかしながら、分析の前提となるコンテクスト、とりわけ建築的情報が少なく、建
築学と連携した現地調査から始めなければならない。今後の課題である。
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G0036e、G0706、G0712、動物：G0036a、G0036b、G0036h、競技関係：G0029、植
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Berg （2020）, pp. 313-314が詳しい。

（37） Clarke (1991)．
（38） DeLaine (1995), pp. 104-105 (n. 42)．
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ANUM AMICOM［...］RE NOLITER IN AEDI［...］（ここカリニクス（の家）で私
は友人のお口（と）お尻でやった。この家にもう来てはならぬ（？））、③を
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　オスティアの「性的」グラフィッティ―Domus di Giove e Ganimede （I. iv. 2）―（奥山）

LIVIUS ME CUNNUS | LINCET TERTULLE CUNNU OV［---］ | EFESIUS TERPSILLA 

AMAT（リウィウスが私のあそこをなめる、テルトゥッラのあそこをなめる；エフェ
シウスはテルプシッラを愛している）と修正し、刊行している。

（41） DeLaine (1995), pp. 104-105(n. 42)．
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（43） 註21を参照。

（徳山工業高等専門学校一般科目・准教授）

55


